
５ 2025年（令和7年）6月30日（月曜日） （第三種郵便物認可）
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第1388号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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根
釧
圏
（
シ
マ
フ
ク
ロ
圏
）
発
展
推
進
機
構
の
２
０
２
５
年
度
通
常
総
会
が

日
（
火
）

午
前

時
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
根
室
・
釧
路
管

内
の
商
工
会
長
や
商
工
会
議
所
の
会
頭
ら

人
が
出
席
。
総
会
終
了
後
に
は
、
地
元
関

係
機
関
へ
の
要
望
会
を
実
施
し
、
地
域
課
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て
協
力
を
求
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開会のあいさつをする山田康志代表幹事

要望活動を行う栗林会頭（左から４番目）

最
高
賞
を
受
賞
し
た
ポ
ス
タ
ー
画
像
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

委嘱状を受け取る

小林運営委員長
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当
所
で
は
、
釧
路
の
涼
し
さ

を
全
国
へ
広
め
夏
期
の
観
光
客

や
長
期
滞
在
者
な
ど
の
誘
致
を

図
る
た
め
『
笑
え
る
く
ら
い
涼

し
い
ま
ち
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
し
た
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　
今
回
、
道
東
を
拠
点
に
事
業

展
開
し
て
い
る

（
一
社
）
ド
ッ
ト

道
東
の
協
力
で
作

成
し
た
ポ
ス
タ
ー

種
が
、
札
幌
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）

主
催
の
『
Ｓ
Ｃ
Ｃ

賞
公
開
審
査
会
２

０
２
５
』
で
最
高

賞
を
受
賞
し
た
。

本
賞
は
北
海
道
で

制
作
・
出
稿
さ
れ

た
、
も
し
く
は
道

内
在
住
者
が
手
掛

け
た
広
告
物
を
対

象
と
し
て
お
り
、

出
品
者
数

名
、

１
７
２
点
の
応
募

が
あ
っ
た
。

　
審
査
員
か
ら
は
「
釧
路
の
涼

し
さ
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
し

た
作
品
」
と
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
発
想
を
取
り
入
れ
た
コ
ピ

ー
が
新
た
な
視
点
の
発
見
に
役

割
を
果
た
し
て
い
た
点
や
、

連
の
作
品
群
に
そ
れ
ぞ
れ
の
切

り
口
が
あ
り
イ
ン
パ
ク
ト
が
大

き
い
点
が
評
価
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
釧
路
の
涼
し
さ
を
さ

ら
に
広
め
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
（
左
記
Ｑ
Ｒ
）
も
開
設
し

て
お
り
〝
笑
え
る
く
ら
い
涼
し

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
〞
や
今
回
最
高

賞
を
受
賞
し
た

種
の
ポ
ス
タ

ー
と
新
作
９
種
に
加
え
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し
て
い
る

Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
釧
路
の

動
画
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
な
お
、
ポ
ス
タ
ー
画
像
の
使

用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
フ
ォ

ー
ム
よ
り
申
し
込

み
で
き
る
。

　
第
１
回
商
工
振
興
委
員
連
絡

会
議
を

日
（
金
）
に
市
内
ホ

テ
ル
で
開
催
し
、
委
員

人
を

委
嘱
し
た
の
ち
、
今
年
度
の
活

動
予
定
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

商
工
振
興
委
員
は
、
当
所
と
小

規
模
事
業
者
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し

役
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

　
冒
頭
、
森
村
好
幸
副
会
頭
が

当
所
の
創
立
１
０
０
周
年
事
業

や
日
頃
の
活
動
に
対
す
る
感
謝

を
伝
え
る
と
と
も
に
「
振
興
委

員
制
度
も
半
世
紀
以
上
続
く
極

め
て
重
要
な
も
の
」
と
、
当
所

と
地
域
の
事
業
者
を
つ
な
ぐ
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
引
き
続
き
協

力
を
お
願
い
し
た
。
ま
た
、
中

小
企
業
委
員
会
の
福
田
紀
幸
委

員
長
は
、
変
化
す
る
事
業
者
の

経
営
環
境
に
触
れ
「
会
議
所
と

し
て
各
種
情
報
提
供
や
、
窓
口

相
談
な
ど
を
通
じ
て
事
業
者
の

サ
ポ
ー
ト
に
努
め
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
委
嘱
状
の
交
付
で
は
、
森
村

副
会
頭
よ
り
委
員
を
代
表
し
て

小
林
嘉
明
運
営
委
員
長
へ
委
嘱

状
を
手
渡
し
、
そ
の
後
の
議
事

で
は
産
業
視
察
研
修
会
の
実
施

な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
に
は
、
東
京
海

上
日
動
㈱
北
海
道
支
店
釧
路
支

社
の
土
屋
大
悟
氏
を
講
師
に
事

業
継
続
計
画
の
重
要
性
に
つ
い

て
研
修
を
行
っ
た
。

　
当
機
構
は
、
根
室
・
釧
路
商

工
会
議
所
と
同
管
内
に
所
在
す

る

の
商
工
会
で
構
成
さ
れ
、

両
圏
域
が
抱
え
る
懸
案
事
項
に

対
し
、
力
を
結
集
し
て
早
期
解

決
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
る
。
山
田
康
志
根
室
会

頭
と
栗
林
定
正
当
所
会
頭
が
代

表
幹
事
、
根
室
・
釧
路
管
内
商

工
会
連
合
会
の
上
原
芳
昭
会

長
、
土
井
茂
人
会
長
が
幹
事
を

務
め
る
。

　
総
会
の
冒
頭
、
山
田
代
表
幹

事
は
長
年
に
わ
た
り
要
望
し
続

け
て
き
た
別
保
尾
幌
道
路
の
新

規
事
業
化
が
決
定
さ
れ
た
こ
と

に
触
れ
「
道
路
の
整
備
は
利
便

性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
物
流

の
効
率
化
や
地
域
の
防
災
・
減

災
向
上
の
観
点
か
ら
非
常
に
重

要
。
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
に
も
皆
様
の
力

強
い
支
援
・
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
６
年
度
の

事
業
報
告
や
令
和
７
年
度
の
事

業
計
画
と
と
も
に
、
今
後
実
施

す
る
要
望
の
項
目

件
が
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
そ
の

う
ち
『
国
道
２
７
２
号
に
お
け

る
交
通
安
全
対
策
』
と
『
北
海

道
広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整

備
計
画
（
二
地
域
居
住
）
の
策

定
』
の
２
件
が
新
た
に
追
加
さ

れ
た
。

　
総
会
終
了
後
は
振
興
局
、
開

発
建
設
部
へ
の
地
元
要
望
を
行

い
、
振
興
局
で
は
釧
路
総
合
振

興
局
の
寺
田
宏
局
長
、
今
井
健

副
局
長
、
根
室
振
興
局
の
鈴
木

昭
弘
副
局
長
に
要
望
書
を
手
渡

し
、
地
域
課
題
の
早
期
解
決
を

要
請
し
た
。

　
続
く
、
釧
路
開
発
建
設
部
へ

の
要
望
で
は
西
尾
克
則
次
長
に

要
望
書
を
手
交
し
た
。
栗
林
代

表
幹
事
は
昨
年
の
釧
路
港
の
飼

料
取
扱
量
が
過
去
最
高
と
な
っ

た
こ
と
に
触
れ
「
日
本
の
食
料

生
産
を
支
え
る
た
め
、
引
き
続

き
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
求
め
た
。

　
今
後
、
当
機
構
で
は
７
月
８

日
〜

日
に
札
幌
と
東
京
で
国

会
議
員
や
関
係
省
庁
な
ど
を
訪

問
し
要
望
を
行
う
。

　
創
立
１
０
０
周
年
事
業
と
し

て
作
成
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
公
開
し
て
い
る
釧
路
の
涼
し

さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
『
Ｃ
ｏ
ｏ

ｌ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
釧
路
』
の
音
源

が
、
サ
ブ
ス
ク
音
楽
配
信
サ
ー

ビ
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
で
も
配
信
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
音
楽
配
信
サ
ー
ビ
ス
】

・
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

・
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

・
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
　
Ｍ
ｕ
ｓ

ｉ
ｃ

・
Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
ｉ
ｆ
ｙ

【
カ
ラ
オ
ケ
】

・
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

・
Ｄ
Ａ
Ｍ
（
７
月

日
頃
配
信

予
定
）

サ
ブ
ス
ク
・
カ
ラ
オ
ケ
配
信

Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
釧
路

　
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

（
＝
道
商
連
）
で
は
、
令
和
８

年
度
の
予
算
確
保
に
向
け
６
月

日
（
火
）
・

日
（
水
）
の

２
日
間
に
わ
た
り
中
央
要
望
を

行
っ
た
。

　
当
日
は
岩
田
圭
剛
道
商
連
会

頭
の
ほ
か
、
道
商
連
で
副
会
頭

を
務
め
る
栗
林
定
正
当
所
会
頭

を
含
む
道
内
各
地
の
会
頭
ら

人
が
参
加
。
北
海
道
経
済
が
抱

え
る
課
題
や
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
経
営
環
境
改
善
、
ま
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
な
ど
計

項
目
を
国
土
交
通
省
や
財
務

省
、
経
済
産
業
省
に
対
し
て
全

道

商
工
会
議
所
会
頭
連
名
の

要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
栗
林
会
頭
か
ら
は
、
航
空
局

に
対
す
る
要
望
で
空
港
の
機
能

強
化
に
触
れ
「
道
内
空
港
の
受

入
体
制
の
整
備
や
国
際
線
の
拡

充
・
増
便
。
さ
ら
に
は
来
道
者

を
道
内
各
地
へ
送
客
促
進
す
る

た
め
に
重
要
な
Ｊ
Ｒ
千
歳
空
港

駅
の
ス
ル
ー
化
に
向
け
て
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
た
。

　
加
え
て
、
空
港
と
観
光
地
を

結
ぶ
鉄
道
や
バ
ス
等
の
二
次
交

通
に
つ
い
て
も
「
地
域
活
性
化

を
考
え
る
う
え
で
極
め
て
重

要
」
と
強
調
し
、
さ
ら
な
る
充

実
に
向
け
た
支
援
を
求
め
た
。

　

日
の
自
民
党
本
道
選
出
国

会
議
員
と
の
懇
談
会
で
は
、
北

海
道
横
断
自
動
車
道
の
本
別
釧

路
間
の
全
線
開
通
、
別
保
尾
幌

道
路
の
新
規
事
業
化
へ
の
支
援

に
感
謝
を
述
べ
た
後
、
根
室
ま

で
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

が
道
半
ば
で
あ
る
現
状
に
対
し

「
北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
整

備
は
我
が
国
の
食
料
安
全
保
障

に
お
い
て
も
重
要
。
本
区
間
を

整
備
す
る
こ
と
の
意
義
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
一
層
の
ご
支
援

と
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
訴
え
た
。


